
 

令和８年９月  日 

 

吉賀町長 岩本一巳 様 

 

吉賀町まちづくり委員会  

会長 永田 和代   

 

吉賀町まちづくり計画及び吉賀町総合戦略の評価について（答申） 

 

 令和８年８月５日付吉企第２０５号で諮問があったこのことについて、当委員会の

意見は、別紙のとおりです。 

 なお、次期吉賀町まちづくり計画及び吉賀町総合戦略の策定にあたっては、この答

申を踏まえて策定するよう要望します。 

 

 

   

資料５ 





Ⅰ
　
第
２
次
吉
賀
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
後
期
評
価
及
び
第
２
期
吉
賀
町
総
合
戦
略
（
R
4
～
R
7
年
度
）
評
価
一
覧

見
本

ま
ち
づ
く
り
計
画

総
合
戦
略

基
本
目
標
（
章
）

施
策
（
節
）

基
本
目
標
１
「
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
１
）
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用

ー
ー

概
ね
適
切

概
ね
適
切

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
２
「
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
２
）
環
境
に
配
慮
し
た
社
会
の
形
成

■
基
本
目
標
２
：
暮
ら
し
の
場
と
し
て
多
く
の
ひ
と
に
選
ば
れ
る

・
施
策
４
：
環
境
に
配
慮
し
た
社
会
の
形
成

（
１
）
脱
炭
素
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
促
進

（
２
）
ご
み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
の
推
進

・
吉
賀
町
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
設
置
補
助
件
数

・
吉
賀
町
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
等
導
入
促
進
補
助
件
数

・
1
人
1
日
あ
た
り
の
可
燃
ご
み
排
出
量

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
３
「
快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
３
）
社
会
環
境
の
整
備

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

・
施
策
１
：
交
通
や
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

（
１
）
交
通
や
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

・
公
共
交
通
利
用
者
数

概
ね
適
切

概
ね
適
切

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
２
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
１
）
保
健
の
充
実

■
基
本
目
標
３
：
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

・
施
策
２
：
出
産
へ
の
支
援

（
１
）
出
産
へ
の
支
援
（
基
本
目
標
2
第
3
節
に
も
掲
載
）

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

・
施
策
３
：
地
域
福
祉
等
の
充
実

（
２
）
高
齢
者
支
援

・
出
生
数

・
重
度
要
介
護
（
要
介
護
4
、
5
）
者
数

概
ね
適
切

概
ね
適
切

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
３
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
２
）
医
療
の
充
実

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

・
施
策
２
：
地
域
医
療
の
支
援

（
１
）
医
療
の
担
い
手
確
保
及
び
診
療
体
制
の
充
実

・
町
内
医
療
機
関
に
お
け
る
看
護
師
の
新
規
確
保
数

※
R
6
年
3
月
の
よ
し
か
病
院
開
設
に
よ
り
、
町
の
医
療
体
制
が
大
き
く
変

更
と
な
っ
た
た
め
、
評
価
対
象
医
療
機
関
及
び
評
価
期
間
に
つ
い
て

は
、
よ
し
か
病
院
の
R
6
年
度
～
R
7
年
度
に
お
け
る
看
護
師
・
准
看
護
師

の
新
規
確
保
数
と
し
た
。

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
４
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
３
）
福
祉
の
充
実

■
基
本
目
標
３
：
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

・
施
策
２
：
出
産
へ
の
支
援

（
１
）
出
産
へ
の
支
援
（
基
本
目
標
2
第
1
節
に
も
掲
載
）

・
施
策
3
：
子
育
て
支
援

（
１
）
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減

（
２
）
子
育
て
環
境
の
整
備

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

・
施
策
３
：
地
域
福
祉
等
の
充
実

（
１
）
地
域
福
祉
の
担
い
手
確
保

・
出
生
数

・
保
育
料
、
給
食
費
、
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費

・
町
内
保
育
所
の
待
機
児
童
の
人
数

・
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
新
規
登
録
者
数

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
５
「
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
４
）
社
会
保
障
の
充
実

ー
ー

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
３
「
魅
力
と
活
力
に
満
ち
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
１
）
農
林
水
産
業
の
振
興

■
基
本
目
標
１
：
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
し
ご
と
を
つ
く
る

・
施
策
１
：
町
内
産
業
の
活
力
創
出

（
１
）
農
業
の
振
興

（
２
）
林
業
の
振
興

・
農
業
算
出
額

・
認
定
農
業
者
数

・
集
落
営
農
組
織
数

・
新
規
就
農
者
数

・
商
談
成
約
件
数

・
再
造
林
へ
の
助
成

・
新
規
森
師
研
修
員

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
４
「
魅
力
と
活
力
に
満
ち
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
２
）
商
工
業
の
振
興

■
基
本
目
標
１
：
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
し
ご
と
を
つ
く
る

・
施
策
１
：
町
内
産
業
の
活
力
創
出

（
３
）
商
工
業
の
振
興

・
施
策
２
：
雇
用
対
策

（
１
）
雇
用
の
場
の
確
保

（
２
）
企
業
誘
致
の
促
進

・
事
業
所
数

・
吉
賀
町
新
規
雇
用
促
進
助
成
金
の
交
付
者
数

・
吉
賀
町
企
業
立
地
促
進
助
成
金
交
付
企
業
数

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
５
「
魅
力
と
活
力
に
満
ち
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
３
）
交
流
・
定
住
の
推
進

■
基
本
目
標
２
：
暮
ら
し
の
場
と
し
て
多
く
の
ひ
と
に
選
ば
れ
る

・
施
策
１
：
情
報
発
信

（
１
）
情
報
発
信
の
強
化
（
基
本
目
標
6
第
1
節
に
も
掲
載
）

・
施
策
２
：
移
住
・
定
住
・
来
町
の
支
援

（
１
）
U
I
タ
ー
ン
者
や
定
住
者
・
来
町
者
へ
の
支
援

（
２
）
住
宅
・
住
居
に
関
す
る
支
援

・
施
策
３
：
関
係
人
口
、
交
流
人
口
の
創
出

（
１
）
高
校
魅
力
化
の
推
進

（
２
）
高
等
教
育
・
研
究
機
関
や
都
市
住
民
と
の
連
携
・
交
流

　
■
基
本
目
標
3
：
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

・
施
策
１
：
結
婚
へ
の
支
援

（
１
）
出
会
い
の
機
会
創
出
及
び
結
婚
支
援

・
ふ
る
さ
と
納
税
金
額

・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
吉
賀
町
で
く
ら
す
」
閲
覧
者
数

・
相
談
員
を
通
し
て
移
住
し
た
人
数

・
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
か
ら
の
成
約
数

・
吉
賀
高
校
の
入
学
者
数

・
大
学
等
と
の
交
流
事
業

・
婚
姻
件
数

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

関
連
K
P
I

庁
内
評
価

委
員
会
評
価

委
員
会

特
記
事
項
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ま
ち
づ
く
り
計
画

総
合
戦
略

基
本
目
標
（
章
）

施
策
（
節
）

関
連
K
P
I

庁
内
評
価

委
員
会
評
価

委
員
会

特
記
事
項

基
本
目
標
６
「
魅
力
と
活
力
に
満
ち
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
４
）
人
づ
く
り
の
推
進

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

・
施
策
４
：
地
域
づ
く
り
の
推
進

（
１
）
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
づ
く
り
の
推
進

・
吉
賀
町
げ
ん
き
地
域
づ
く
り
補
助
金
助
成
団
体
数

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
４
「
人
と
歴
史
を
大
切
に
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
１
）
学
校
教
育
の
充
実

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

・
施
策
４
：
地
域
づ
く
り
の
推
進

（
３
）
地
域
人
材
育
成
の
支
援

・
放
課
後
サ
ク
ラ
マ
ス
教
室
の
開
催
地
区

概
ね
適
切

概
ね
適
切

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
５
「
人
と
歴
史
を
大
切
に
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
２
）
社
会
教
育
の
充
実

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

（
基
本
目
標
6
第
1
節
に
も
掲
載
）

・
施
策
４
：
地
域
づ
く
り
の
推
進

（
２
）
地
域
資
源
の
有
効
活
用

町
内
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

概
ね
適
切

概
ね
適
切

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
６
「
人
と
歴
史
を
大
切
に
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
３
）
文
化
財
の
保
護
と
活
用

ー
ー

概
ね
適
切

概
ね
適
切

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
５
「
協
働
と
交
流
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
１
）
住
民
自
治
を
基
盤
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

ー
ー

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
６
「
協
働
と
交
流
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
２
）
住
民
と
共
に
築
く
参
画
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

ー
ー

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
７
「
協
働
と
交
流
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」

（
３
）
男
女
が
共
に
担
う
地
域
づ
く
り

■
基
本
目
標
１
：
暮
ら
し
の
基
盤
と
な
る
し
ご
と
を
つ
く
る

　
　
・
施
策
２
：
雇
用
対
策

（
３
）
多
様
な
働
き
方
へ
の
理
解
促
進

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

・
施
策
３
：
地
域
福
祉
等
の
充
実

（
３
）
人
権
が
尊
重
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

・
し
ま
ね
イ
ク
ボ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
加
入
企
業
・
事
業
者
数

・
審
議
会
等
の
女
性
委
員
割
合

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

基
本
目
標
６
「
行
財
政
対
策
」

（
１
）
行
財
政
改
革
の
推
進

■
基
本
目
標
２
：
暮
ら
し
の
場
と
し
て
多
く
の
ひ
と
に
選
ば
れ
る

（
基
本
目
標
3
第
3
節
に
も
掲
載
）

・
施
策
１
：
情
報
発
信

（
１
）
情
報
発
信
の
強
化

■
基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

（
基
本
目
標
4
第
2
節
に
も
掲
載
）

・
施
策
４
：
地
域
づ
く
り
の
推
進

（
2
）
地
域
資
源
の
有
効
活
用

・
ふ
る
さ
と
納
税
金
額

・
町
内
遊
休
施
設
を
活
用
す
る
取
り
組
み

改
善
が
必
要

改
善
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と

お
り

評
価

適
切

概
ね
適
切

改
善
が
必
要

見
直
し
が
必
要

現
状
や
課
題
、
事
業
の
実
施
状
況
等
か
ら
、
現
行
の
施
策
や
事
業
の
方
向
性
・
内
容
・
手
法
等
そ
の
も
の
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
し
た
評
価
。

評
価
の
考
え
方

備
考
：
評
価
区
分
及
び
評
価
の
考
え
方

関
連
す
る
事
業
や
施
策
は
概
ね
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、
K
P
I
の
達
成
状
況
も
踏
ま
え
、
現
行
の
方
向
性
で
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
適
当
と
し
た
評
価
。

施
策
は
概
ね
推
進
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
一
部
に
課
題
が
あ
り
、
必
要
な
改
善
を
図
り
な
が
ら
施
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
適
当
と
し
た
評
価
。

K
P
I
の
達
成
状
況
や
事
業
の
実
施
状
況
か
ら
改
善
す
べ
き
課
題
が
認
め
ら
れ
、
施
策
の
方
向
性
は
維
持
し
つ
つ
、
取
組
内
容
の
充
実
・
強
化
や
改
善
が
必
要
と
し
た
評
価
。
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1 
 

Ⅰ 第２次吉賀町まちづくり計画後期評価及び 
第２期吉賀町総合戦略（R4～R7 年度）評価    

 
 

（基本目標１：快適で安全に暮らせるまちづくり） 
第１節 自然環境の保全と活用（P.28～30） 
施策 ①高津川との共生による環境づくり 

【関連する総合戦略】 なし（※本節は、まちづくり計画の評価のみを行います。） 
評価項目：Ⅰ-1-1 

１．庁内評価（※適切・概ね適切・改善が必要・見直しが必要の 4 段階） 
評価 コメント 

概ね適切 

環境教育や環境美化活動などの取り組みは継続して実施されており、住民満足度数・
偏差値ともに向上していることから、施策は概ね適切に機能していると評価できる。
一方で、高津川との共生に向けた取り組みは継続的な推進が必要であり、更なる充実
が望まれる。 

 
２．委員会評価 
（１）本節の評価 

庁内が「概ね適切」とした評価については、多くの委員が「庁内評価は適切」または「庁内評価は概ね適
切」としており、本節の評価は「概ね適切」とする。 

 
（２）今後に対する意見 

高津川をはじめとする自然環境の保全や環境美化活動を引き続き進めるとともに、環境教育や観光等への
活用、関係自治体・関係機関との連携、人材育成などを通じて、地域資源を次世代へつないでいく取り組み
を進めることが求められる。 

 
（３）評価方法に関する意見 

環境教育や環境美化活動だけでなく、自然環境の保全体制や自然資源の活用など、節を構成する主要施策
全体の取り組み状況や成果が把握できる評価とする必要がある。また、評価の対象となる取り組みや住民ア
ンケートの項目について、評価の根拠が分かるよう明確にすることが求められる。 
 
  

見本 

0107
テキストボックス


0107
テキストボックス
3

0107
テキストボックス
別紙





Ⅱ
　
第
２
期
吉
賀
町
総
合
戦
略
　
基
本
目
標
・
数
値
目
標
　
評
価
一
覧

見
本

基
本
目
標

【
数
値
目
標
】
指
標
（
K
P
I
）

現
状
値

目
標
値

実
績

庁
内
評
価
※
1

数
値
目
標
の
妥
当
性

【
担
当
課
】
※
2

庁
内
評
価
に
対
す
る

委
員
会
評
価
※
3

数
値
目
標
の
妥
当
性
に

対
す
る
委
員
会
評
価
※
4

委
員
会
特
記
事
項

基
本
目
標
１
：
暮
ら
し
の
基
盤
と

な
る
し
ご
と
を
つ
く
る

就
業
者
数

2
,
6
3
2
人

2
,
6
3
2
人

2
,
4
0
6
人

C
（
未
達
成
）

○
（
妥
当
・
継
続
）

適
切

概
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
一
部
見

直
し
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と
お
り

基
本
目
標
２
：
暮
ら
し
の
場
と
し

て
多
く
の
ひ
と
に
選
ば
れ
る

人
口
の
社
会
増
減

ー
＋
1
5
人
／
年

－
3
5
人
／
年

C
（
未
達
成
）

△
（
見
直
し
が
必
要
）

適
切

概
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
一
部
見

直
し
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と
お
り

基
本
目
標
３
：
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る

出
生
数

ー
1
5
0
人

1
1
3
人

C
（
未
達
成
）

△
（
見
直
し
が
必
要
）

適
切

概
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
一
部
見

直
し
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と
お
り

基
本
目
標
４
：
だ
れ
も
が
住
み
や

す
い
ま
ち
を
つ
く
る

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
吉
賀
町
に
住
み
続

け
た
い
」
と
回
答
し
た
町
民
の
割
合

6
6
.
8
%

8
0
%

6
7
.
1
%

C
（
未
達
成
）

△
（
見
直
し
が
必
要
）

概
ね
適
切

概
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
一
部
見

直
し
が
必
要

別
紙
に
記
載
の
と
お
り

※
1
：
A
（
達
成
）
、
B
（
概
ね
達
成
）
、
C
（
未
達
成
）
、
D
（
未
着
手
）
の
４
段
階
で
評
価

※
2
：
○
（
妥
当
・
継
続
）
、
△
（
見
直
し
が
必
要
）
、
×
（
関
係
が
弱
い
／
不
要
）
の
３
段
階
で
評
価

※
3
：
庁
内
評
価
に
対
し
て
、
「
適
切
」
、
「
概
ね
適
切
」
、
「
改
善
が
必
要
」
、
「
見
直
し
が
必
要
」
の
４
段
階
で
評
価

※
4
：
庁
内
評
価
を
ふ
ま
え
て
数
値
目
標
に
対
し
て
、
「
妥
当
で
あ
り
、
継
続
が
適
当
」
、
「
概
ね
妥
当
で
あ
る
が
、
一
部
見
直
し
が
必
要
」
、
「
妥
当
と
は
言
え
ず
、
見
直
し
が
必
要
」
の
3
段
階
で
評
価

0107
テキストボックス
4





2 
 

Ⅱ 第２期吉賀町総合戦略 基本目標・数値目標評価 
 
【基本目標１：暮らしの基盤となるしごとをつくる】（P.20） 

基本的方針 
1．働く場を増やす 

農林業の振興や起業・創業の支援、企業誘致等を通じて町内に働く場を増やし、雇用を創出します。 
2．魅力的な仕事、稼げる仕事を増やす 

新商品開発や販路の拡大、ブランディングによって町内産品の付加価値を向上させ、住民所得の向上に
つなげます。 
多様な働き方が認められる環境を整備し、住民一人一人が充実感を持って働くことができるまちを目指
します。 

評価項目：Ⅱ-1 
＜数値目標＞ 

指標 現状値 目標値 実績値 備考 

就業者数 2,632 人 2,632 人 2,406 人 
現状値：平成 28 年調査結果  
目標値：令和 8 年度末時点の最新調査結果 
実績値：令和 3 年経済センサス活動調査 

 
１．庁内評価 
①基本目標に係る数値目標の実績評価【担当課】 

評価 C（未達成） 
外部要因 全国的な人口減少に伴う労働力人口の都市集中 

行政の関与状況 吉賀町新規雇用促進助成金による支援を実施している。 

コメント（実績） 
就業者数は 5 年前の統計から約 9％減少している。全国的な人口減少に伴う労働力
人口の都市集中が進んでおり、外部要因の影響が大きいと思われる。 

 
②数値目標の妥当性評価【担当課】 

数値目標の妥当性 コメント（KPI） 
○（妥当・継続） 就業者数は「暮らしの基盤となるしごと」に直結する数値であり、妥当と考える。 

 
 
２．委員会評価 
（１）庁内評価に対する評価 

庁内が就業者数の実績を C（未達成）とした評価については、多くの委員が「庁内評価は適切」または
「庁内評価は概ね適切」としており、庁内評価に対する委員会評価は「適切」とする。 

ただし、就業者数の減少要因については、全国的な人口減少や都市部への労働力人口の集中だけでな
く、町の人口規模、生産年齢人口、転入・転出の状況、町内の雇用・起業環境などを踏まえ、より具体的
に分析する必要がある。 
 

（２）数値目標の妥当性に対する評価 
就業者数は、基本目標の達成状況を把握する指標として一定の妥当性がある。一方、人口減少や生産年

齢人口の見通しに対して目標値の実現可能性に課題があることや、就業者数だけでは町内の雇用環境や仕
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事の質を十分に把握できないことから、数値目標に対する委員会評価は「概ね妥当であるが、一部見直し
が必要」とする。 
 
（３）今後に対する意見 

若者や UI ターン者を含め、吉賀町に住み、働きたいと思える魅力的な仕事を増やすため、雇用の創出
に加えて、仕事の質や所得の向上、起業・創業支援、企業誘致、町内事業者の事業継続支援などを総合的
に進めることが求められる。 

また、中学生・高校生が町内の仕事を知り、将来の就業先として考えることができる取り組みを進める
必要がある。 
 
（４）評価方法に関する意見 

人口減少や年齢構成の変化を踏まえた就業可能人口を推計し、その見込みと実績を比較するなど、人口
規模の変化を考慮した評価方法を検討する必要がある。 

また、就業者数に加えて、就業率、町内従事者数、UI ターン就業者数、所得や雇用の質に関する指標な
どを組み合わせ、基本目標の進捗を多面的に把握できる評価とすることが望まれる。 
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